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楽しく！ふり返りやすいノートテイク術楽しく！ふり返りやすいノートテイク術

　▲ノートテイク術について学ぶ受講生

　コムコム定期講座「グッドライフ講座」が、９月
25日に市民ふれあいプラザで行われ、受講生14人
が参加し、振り返りやすいノートテイク術について
学びました。
　この日は、まちづくりファシリテーターやグラ
フィックレコーダーとして活躍している平元美沙緒
さんを講師に迎え、学びの場でのメモノート、日記、
会議録に役立つグラフィックレコーディング技法を
学び、遊び心をもってノートを描くことに挑戦しま
した。

　参加者たちは、枠や矢印、イラストなどを使うこ
とで見やすくわかりやすいノートになることを学び、
今後も習慣化していこうと話し合っていました。

遊びながら子育て相談!フローラルフェスタにて遊びながら子育て相談!フローラルフェスタにて

　北欧の杜の秋を楽しむ「フローラルフェスタin北
欧の杜」が９月15、16日に開催されるなか、市家
庭教育支援チーム「にこっと」が、会場内に「子育
て相談キッズコーナー」を設け、多くの親子連れで
賑わいを見せました。
　会場にはお手玉やけん玉、折り紙などの昔っこ遊
びのほか、おもちゃの手づくりコーナーも用意し、
訪れた方々は和やかな雰囲気の中、親子で遊びを楽
しんだほか、日頃の子育てについて「にこっと」メ
ンバーと語り合う場面も見られました。 　▲手作りのおもちゃで遊ぶ親子

明るい街づくりに一役！市を花いっぱいに！明るい街づくりに一役！市を花いっぱいに！

　北秋田市花いっぱい運動推進協議会と高鷹大学園
芸クラブの「合同花だん研修視察」が９月13日に
行われ、先進モデル花だんである五城目町の養護老
人ホーム森山荘と富田千寿会の花だんを視察しまし
た。参加者たちは、熱心に花だんの構成や手入れ方
法などについて質問をしていました。
　その後、秋田市雄和の秋田国際ダリア園を見学し、
１.２ヘクタールの広大な敷地を彩る700品種７万
本の色や形の違うダリアを観賞しながら、来年の
ガーデニングの参考にしようと話し合っていました。 　▲先進モデル花だんを視察する参加者たち

～コムコム定期講座「グッドライフ講座」～

～家庭教育支援ブースの設置～

～先進モデル花だんを研究視察～
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